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一般会計 予算の概要

城内地区に新設した保健センターの維持管
理を行う。

保健センター維持管理事業
・・・596 万円

３歳児未満児（０歳児から２歳児まで）及
び第２子以降の保育料を無料とし、子育て
世帯の負担を軽減する。

安心子育て環境づくり事業
・・・3,655 万円

復興支援員により、サロン事業や福祉有償
移送サービス・買い物代行サービス等を実
施する。

地域福祉事業
・・・1,823 万円

旭町地区（５戸）及び泉沢地区（２戸）に村
営住宅の整備を行う。

公営住宅整備事業
・・・１億 8,400 万円

玉川漁港の静穏度確保を図るため、南防波
堤（消波工）の整備を行う。

漁港施設機能強化事業
・・・１億 6,000 万円

市街地を結び、災害時に車両及び歩行者が
迅速に避難可能な道路整備を行う。

復興道路事業
・・・２億 3,867 万円

総額：４１億５，２１４万６，０００円

主な事業一覧

国庫支出金・県支出金

国や県が地方公共団体に支出・交
付するお金のうちで使い道が特定
されているお金。負担金・補助金・
委託金に区分されます。

地方交付税

人口や環境等の違いで生まれる差
を調整するために国から配分され
るお金。国が徴収する所得税や消
費税、法人税が元になっています。

◎歳入◎

自主財源
28.1％

依存財源
71.9％

地方交付税
18億214万円(43.4％)

村税  3 億 4,400万円(7.4％)

繰入金
6億9,854万円(16.8％)

国庫・県支出金  7 億 9,442万円(19.1％)

分担金及び負担金
943万円(0.23％)

使用料及び手数料・財産収入  3,592万円(0.87％)

寄付金・諸収入  7,243万円(1.74％)

繰越金  500万円(0.12％)

その他交付金  500万円(1.18％)

地方譲与税  3,200万円(0.77％)

地方消費税交付金  4,400万円(1.06％)

村債  3 億 887万円(7.4％)

○ 主な用語 ○
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グラウンドに防球ネットを整備するととも
に、屋外トイレを整備する。

中学校屋外施設整備・改修事業
・・・530 万円

荒海団活動及び山ぶどう生産の支援等の地域
協力を行いながら、本村への定住等を図る。

地域おこし協力隊事業
・・・950 万円

都市公園（街区公園及び十府ヶ浦公園）維持
管理を行う。

都市公園維持管理事業
・・・600 万円

小集会室及び重油ボイラー用煙突改修、災害時
避難所に対応する職員トイレ改修整備を行う。

小学校施設改修事業
・・・2,200 万円

　３月定例会は３月８日から１７日の間で開催され、平成２９年度予算を始め、条例案や補正予算案等を審議

しました。請願は１件を採択し、国などへ意見書を提出しました。（請願は５ページ、議案一覧は１１ページ）

　一般質問は５人の議員が登壇し、村政に鋭く切り込みました。（６～１０ページ）

　決算特別委員会は、３月１４日と１５日で行われ、一般会計及び８つの特別会計を慎重審査し、全ての会計

を「認定すべきもの」と決定しました。

公債費

村の借金返済に使われるお
金。

総務費

公共施設や財産管理、税金
の徴収等に使われるお金。

民生費

福祉に関する事業のために
使うお金。

衛生費

健康や環境保全のために使
うお金。

土木費

土地購入・移転補償・区画
整理事業等に使われるお金。

◎歳出◎

２９年度の予算は震災からの復旧・復興が概ね完了し、予算規模も
震災前の２２年度とほぼ同じ規模となりました。（２８年度決算額は
３月１７日現在）

土木費
10 億792万円

議会費  5,398万円

総務費  6 億7,856万円

民生費  7 億7,535万円

衛生費

2億5,593万円

労働費  55万円

農林水産業費  4 億1,523万円商工費

9,477万円

消防費

1億8,198万円

教育費  2 億9,941万円

災害復旧費  3,070万円

公債費  2 億8,139万円

予備費

500万円
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　決算審査は、議長を除く１１名で構成された決算
特別委員会（八幡文耕委員長）において審議されま
した。ここでは、審査の中から、いくつかの質疑を
要約してお伝えします。

予算特別委員会
問　

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
過

剰
返
礼
が
全
国
的
に
話
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
本
村
の
場
合
は
ど
の

よ
う
に
産
業
振
興
に
つ
な
げ
ら
れ

る
か
。

特
定
課
題
対
策
課
長　

高
額
納
税

さ
れ
た
方
か
ら
は
、
返
礼
品
を
手

厚
く
し
て
は
と
い
う
意
見
も
頂
い

て
い
る
。
新
し
い
産
品
等
も
加
え

て
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
は
３
種
類
か
ら
７
種
類
に
増

加
し
た
。

問　

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の
利
用
状

況
は
。

住
民
福
祉
課
長　

現
在
は
５
名
で

あ
る
。
現
在
の
状
況
が
良
い
と
は

思
っ
て
い
な
い
し
、
お
知
ら
せ
等

は
行
っ
て
い
る
。

問　

０
歳
児
の
保
育
の
枠
を
も
っ

と
増
や
す
能
力
は
あ
る
か
。

住
民
福
祉
課
長　

現
状
で
は
難
し

い
。
保
育
士
の
数
が
増
え
れ
ば
可

能
に
な
る
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
予

定
の
被
災
関
連
展
示
に
関
わ
る
経

費
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

今
回
は
企
画
費
で
展

示
パ
ネ
ル
等
を
購
入
す
る
予
定
だ
。

本
格
的
な
展
示
は
30
年
度
か
ら
を

予
定
し
て
い
る
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
経

費
の
水
産
業
総
務
費
に
計
上
し
て

い
る
分
の
内
容
は
。

産
業
振
興
課
長　

地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
最
長
３
年
で
あ
る
が
、
こ

の
間
に
就
漁
に
向
け
て
、
漁
師
さ

ん
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
技

術
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
狙
い
だ
。

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
防
球
ネ
ッ
ト

設
置
経
費
に
つ
い
て
。
場
所
は
ど

の
あ
た
り
か
。

教
育
次
長　

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
付
近

か
ら
村
道
沿
い
に
給
食
セ
ン
タ
ー

に
向
か
っ
て
設
置
す
る
。
50
ｍ
く

ら
い
の
予
定
だ
。

問　

村
内
の
教
職
員
住
宅
の
使
用

状
況
は
。

教
育
次
長　

前
田
小
路
の
住
宅
７

戸
は
す
べ
て
使
用
し
て
い
る
。
中

学
校
脇
の
住
宅
が
使
用
さ
れ
て
い

な
い
。

問　

ア
ジ
ア
民
族
造
形
館
の
運
営

状
況
に
つ
い
て
。
伸
び
て
い
る
の

か
、
下
が
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長　

27
年
度
よ
り
は
減
少

し
て
い
る
。
年
々
横
ば
い
か
ら
減

少
傾
向
と
い
う
よ
う
な
状
況
だ
。

染
め
織
り
工
房
施
設
と
同
時
に
体

験
型
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
で
き

な
い
か
検
討
中
で
あ
る
。

問　

小
学
校
の
改
修
経
費
の
内
容

は
。

教
育
次
長　

小
集
会
室
の
壁
の
改

修
と
梁
の
補
強
だ
。
屋
根
の
改
修

や
雨
漏
り
対
策
に
つ
い
て
は
今
回

は
見
送
っ
た
。

生
活
支
援
ハ
ウ
ス

保
育
所
入
所

地
域
お
こ
し

協
力
隊

ふ
る
さ
と
納
税

保
健
セ
ン
タ
ー

中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

教
職
員
住
宅

ア
ジ
ア
民
族

造
形
館

小
学
校
校
舎
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◎第７回定例会　本会議で決まったこと◎
※議案一覧は　１１ページ参照

子育て負担軽減
～エンゼル祝金条例改正～

　これまでは、受給対象が第３子以上であったものを、

第１子からに拡大するものです。また、第４子以降の

支給額も１０万円から１２万円に変更となります。

◎改正前と改正後の変更点◎

改正前 改正後

受給対象 第３子以上を出産した者 子を出産した者

祝金の額

第３子を出産した者・・・

子一人につき８万円

第４子を出産した者・・・

子一人につき１０万円

第１子・・・　１万円

第２子・・・　２万円

第３子・・・　８万円

第４子・・・１２万円

さらなる農業の振興へ
～農業委員会条例改正～

　農業委員会等に関する法律の改正に伴い、農業委員の定数

を１１人と定めるほか、新たに設置される農地利用最適化推進

委員の定数を４人と定めるものです。これまでの選挙制から

村長による任命となります。今後は６～７月にかけて募集を

行い、９月議会で同意後、１１月２７日から新体制へ移行します。

農地が正しく使用されているか確認します（農地パトロールの様子）利便性を考慮 
～都市公園事業増額～

　公園利用者の広場などへの円滑な移動を行うために

階段を設置するほか、展望休憩施設を１.５m 高くする

などの変更を行います。また、利用者の安全を図るた

めに避難誘導板、標識を設置します。

議決後：約１５億４,７４９万円

＋１億７,０００万円

議決前：１３億７,７００万円

農協改革及び指定生乳生産者団体制度に関する意見書

　農協改革は、組織における自己改革の取り組みを尊重し、生産現場
の実態や農業関係者の意見、長期的な展望を踏まえた丁寧な議論を進
めるよう要望します。

（中略）
　国においては、次のとおり取り組むことを要望します。

記
１ 農協改革については、自己改革に取り組んでいる実態に鑑み、本県

の農業振興や農業所得増大の視点からも、現実的ではない事業・組
織の見直しを行わないこと。

２ 指定生乳生産者団体制度は、酪農家等が営々と努力しながら創り上
げてきた重要な仕組みであることから、制度の機能が損なわれない
ようにすること。

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出する。

　　平成２９年３月１７日

岩手県野田村議会議長　貮　又　正　人

　衆　議　院　議　長　　　様
　参　議　院　議　長　　　様
　内　閣　総　理　大　臣　様
　農　林　水　産　大　臣　様

請願第２号　
農協改革及び指定生乳生産者団体制度
に関する意見書の提出について

請願団体：新岩手農業協同組合
紹介議員：廣内和之議員

賛成　　廣 内 和 之　議員

　　　　宇 部 武 典　議員

反対　　米田徳一郎　議員

賛成１０人・反対１人で採択
国へ意見書提出

６月には完成式典が行われます

討論
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◎村政を問う◎
～ 一般質問 ５人が登壇 ～

〇山 田 陽 子　議員　・・・７ページ
　　　ー 都市公園の維持管理は ー
その他の質問
・子育て支援について　・資源ごみについて

〇米 田 忠 一　議員　・・・８ページ
　　　ー 民間の産科医誘致の可能性は ー
その他の質問
・高齢者の自動車運転免許証の返納に関して　　・交流物産館複合施設の整備について

〇米  田  徳一郎　議員　・・・９ページ
　　　ー 一次産業の振興と雇用は ー
その他の質問
・子育て環境の充実について　　・商工業振興とまちなかの賑わい再生について
・助産施設の現状と課題について　・交流物産等複合施設について　・河川の防災対策について

〇古 舘 幹 男　議員　・・・１０ページ
　　　ー 久慈広域の医師不足の解消は ー
その他の質問
・野田塩用の薪供給について　・体育施設の利活用について

〇宇 部 武 典　議員　・・・１１ページ
　　　ー 災害公営住宅に東屋の設置は ー
その他の質問
・国民健康保険事業の広域化について　・北区地区防災センターの管理について
・「広域道の駅」と交流物産等施設の関係性について
・保育園への「国旗・国歌」押しつけに反対する問題について
・「テロ等準備罪」（共謀罪）法案提出に反対する問題について

※本号掲載以外の質問に関しては村ＨＰをご覧ください
http://www.vill. noda. iwate. jp/
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一般質問

山 田 陽 子 議員

都市公園の維持管理は

村長　建物は委託　緑地はボランティアで

都
市
公
園
の
管
理
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

村
長　

村
民
に
愛
さ
れ
維
持
可

能
な
都
市
公
園
を
目
指
し
、
官

民
協
働
で
進
め
て
い
き
た
い
。

現
在
、
維
持
管
理
の
協
力
団
体

等
へ
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

て
、
ま
だ
調
整
中
の
団
体
が
あ

り
、
団
体
名
、
作
業
内
容
は
お

示
し
で
き
な
い
が
、
土
地
区
画

整
理
街
区
公
園
同
様
に
、
ト
イ

レ
、
建
物
管
理
は
管
理
委
託

で
、
芝
及
び
樹
木
等
の
緑
地
管

理
は
原
則
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

い
、
維
持
管
理
経
費
を
必
要
最

小
限
に
留
め
た
い
。

ト
イ
レ
・
建
物
の
委
託
管
理
と

緑
地
管
理
の
詳
細
は
。

村
長　

委
託
管
理
の
建
物
と
統

一
で
ト
イ
レ
清
掃
等
は
、
協

力
し
て
も
ら
う
範
囲
の
部
分
と

賃
金
部
分
と
合
わ
せ
た
か
た
ち

で
、
団
体
や
個
人
に
直
接
委
託

す
る
。
緑
地
管
理
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
若
干
の

経
費
を
支
払
い
な
が
ら
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
る
。
草
刈
り

は
、
場
所
に
よ
る
が
少
な
い
所

で
１
・
２
回
。

広
大
な
公
園
を
、
年
に
１
・
２

回
の
草
刈
り
で
維
持
管
理
で
き

る
の
か
。

村
長　

常
用
の
草
刈
り
機
を
準

備
し
て
、
ま
ず
は
一
般
的
な

春
と
秋
を
考
え
て
い
る
。
頻
繁

に
使
う
場
所
は
今
後
詰
め
て
い

く
。

保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
が
、
新
年
度
の

村
内
入
所
状
況
及
び
今
後
の
見

通
し
は
。
今
後
の
入
所
者
の
増

加
に
対
す
る
保
育
体
制
は
大
丈

夫
か
。

村
長　

平
成
29
年
度
の
村
内

保
育
所
の
入
所
申
込
み
者
数

は
野
田
村
保
育
所
93
名
、
日
向

保
育
所
31
名
、
玉
川
保
育
所
21

名
、
合
計
１
４
５
名
で
、
全
員

の
入
所
が
決
定
し
て
い
る
。
年

度
途
中
の
入
所
希
望
者
に
つ
い

て
も
、
希
望
の
保
育
所
に
入
所

で
き
る
よ
う
保
育
会
と
連
携
を

図
っ
て
い
く
。
入
所
希
望
者
の

年
齢
に
も
よ
る
が
、
ま
だ
受
け

入
れ
に
余
裕
は
あ
る
。

保
育
士
確
保
に
向
け
て
、
退
職

年
齢
の
延
長
や
再
雇
用
は
検
討

し
て
い
る
か
。

村
長　

退
職
年
齢
も
以
前
よ
り

は
引
き
上
げ
て
い
る
こ
と
は

伺
っ
て
い
る
。
保
育
会
と
も
協

議
し
な
が
ら
、
確
保
に
努
め
た

い
。

１
月
か
ら
雑
が
み
リ
サ
イ
ク
ル

が
始
ま
り
、
紙
類
・
缶
類
・
ガ

ラ
ス
瓶
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
包
装
・
雑
が
み
と
５
分
類
と

な
っ
た
。
住
民
は
、
こ
の
分
別

を
う
ま
く
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。

村
長　

雑
が
み
リ
サ
イ
ク
ル
が

開
始
か
ら
２
ヶ
月
が
経
過
し

た
が
、
特
に
大
き
な
混
乱
も
な

く
推
移
し
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
久
慈
広
域
連
合
か
ら

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
広
域
全
体

で
前
年
同
時
期
と
比
較
し
て
雑

が
み
の
排
出
量
は
増
加
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
う
ま
く

取
り
組
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
村
独
自
の
取
り
組
み
状
況
の
調

査
は
し
て
い
な
い
の
か
。
こ
の

機
会
に
、
各
地
域
や
老
人
ク
ラ

ブ
の
団
体
な
ど
に
出
向
い
て
勉

強
会
な
ど
を
実
施
し
て
は
ど
う

か
。

村
長　

調
査
は
行
っ
て
い
な

い
。
広
報
等
を
通
じ
て
粘
り
強

く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

児童を取り巻く環境は年々厳しくなっています

子
育
て
支
援

資
源
ご
み
回
収
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民間の産科医誘致の可能性は

村長　現時点では極めて難しい

産
科
開
業
医
が
お
産
の
取
り
扱

い
を
や
め
、
現
在
久
慈
広
域
の

産
科
医
不
足
は
危
機
的
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
簡
単
に
解
決

で
き
る
問
題
で
は
な
い
が
、
子

育
て
支
援
に
力
を
入
れ
る
村
長

の
認
識
は
。
ま
た
、
正
常
分
娩

は
勿
論
、
異
常
分
娩
で
も
管
内

で
完
結
で
き
る
状
況
の
実
現
に

つ
い
て
、
広
域
の
首
長
と
連
携

し
て
、
強
力
に
運
動
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

村
長　

以
前
の
よ
う
に
、
複
数

の
産
科
医
の
中
か
ら
選
択
で
き

る
状
況
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
、
残
念
な
が
ら
今
は
そ
の
よ

う
な
状
況
に
な
い
。
こ
の
状
況

を
打
開
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
、
管
内
首
長
一

丸
と
な
っ
て
県
医
療
局
等
関
係

機
関
に
対
し
要
望
活
動
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
と
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
対
策
の
一
環

と
し
て
、
久
慈
病
院
か
ら
他
地

域
の
医
療
機
関
を
紹
介
さ
れ
た

時
は
、
交
通
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
る
。

県
立
病
院
の
産
科
を
始
め
と
す

る
医
療
体
制
の
充
実
は
、
も
ち

ろ
ん
最
重
要
課
題
だ
が
、
並
行

し
て
民
間
の
産
科
医
を
誘
致
す

る
可
能
性
は
な
い
か
。

村
長　

今
の
状
況
で
民
間
の
産

科
医
を
誘
致
す
る
と
い
う
こ

と
は
極
め
て
難
し
い
と
考
え
る

が
、
今
後
、
何
ら
か
の
形
が
で

き
る
よ
う
に
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
要
望
活
動
等
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

全
国
的
に
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
重
大
事
故
が
多
発
し
て
お

り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
久
慈
管
内
で
高
齢

者
が
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
場
合
の
恩
典
の
有
無
の
現

状
と
道
交
法
の
改
正
で
強
制
的

に
返
納
さ
せ
ら
れ
る
人
が
増
え

る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
方
々

が
困
ら
な
い
よ
う
な
施
策
を
展

開
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
。

村
長　

免
許
証
返
納
者
に
対
す

る
管
内
市
町
村
ご
と
の
恩
典
は

本
村
と
洋
野
町
で
は
村
営
、
町

営
バ
ス
を
無
料
と
し
て
お
り
、

久
慈
市
、
普
代
村
は
実
施
し
て

い
な
い
。
村
で
は
現
在
、
村
営

バ
ス
の
２
台
体
制
に
よ
り
、
き

め
細
や
か
な
運
行
を
目
指
す
べ

く
検
討
し
て
い
る
。
今
後
も
あ

り
方
に
つ
い
て
は
管
内
の
首
長

と
も
相
談
し
て
行
く
。

広
域
道
の
駅
が
三
陸
沿
岸
道
久

慈
北
Ｉ
Ｃ
付
近
に
整
備
す
る
こ

と
が
久
慈
広
域
行
政
研
究
会
に

お
い
て
決
定
さ
れ
た
と
報
道
さ

れ
た
。
概
算
の
事
業
費
は
11
億

円
余
り
と
の
こ
と
だ
が
、
本
村

の
負
担
額
は
ど
の
程
度
か
。
ま

た
、
野
田
Ｉ
Ｃ
付
近
に
計
画
し

て
い
る
交
流
物
産
施
設
に
変
更

は
な
い
か
。
な
い
場
合
、
広
域

施
設
と
村
の
施
設
の
機
能
分
担

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

村
長　

広
域
施
設
は
整
備
費
用

負
担
に
つ
い
て
、
所
在
市
町
村

が
８
割
程
度
、
残
り
２
割
を
人

口
割
で
負
担
す
る
計
画
だ
。
野

田
Ｉ
Ｃ
付
近
に
計
画
し
て
い
る

施
設
は
本
村
の
玄
関
口
と
し

て
、
ま
た
拠
点
施
設
と
し
て
必

要
で
あ
る
。
広
域
施
設
と
の
機

能
分
担
は
、
広
域
で
は
、
構
成

市
町
村
の
幅
広
い
情
報
発
信

を
、
単
独
施
設
は
、
村
の
玄
関

口
と
し
て
流
れ
を
作
り
、
村
内

各
所
へ
の
起
点
と
し
て
い
き
た

い
。

本
村
施
設
だ
け
で
な
く
、
広
域

施
設
に
も
投
資
す
る
こ
と
は
、

費
用
対
効
果
に
見
合
う
の
か
。

村
長　

広
域
施
設
の
中
に
も
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
人
を
誘
導

し
て
行
く
よ
う
な
工
夫
を
す
る

予
定
だ
。
ど
う
す
れ
ば
効
果
が

出
る
か
こ
れ
か
ら
細
部
を
詰
め

て
行
く
。

高
齢
者運

転
問
題

交
流
物
産
等

複
合
施
設

建設が進む野田ＩＣ
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一次産業の振興と雇用は

村長　地域おこし協力隊の採用を検討

村
長
選
挙
で
「
喫
緊
の
課
題
」

と
し
て
示
さ
れ
た
次
の
３
点
に

つ
い
て
伺
う
。

１　

一
次
産
業
の
振
興
と
雇
用

の
確
保
に
つ
い
て

２　

商
工
業
の
振
興
と
ま
ち
な

か
の
賑
わ
い
再
生
に
つ
い
て

３　

子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ

い
て

村
長　

一
次
産
業
を
振
興
し
て

く
た
め
に
は
担
い
手
確
保
は
欠

か
せ
な
い
。
農
業
に
つ
い
て

は
、
就
農
希
望
者
に
つ
い
て
支

援
制
度
や
取
り
組
み
事
例
な
ど

の
情
報
、
希
望
す
る
品
目
農
家

へ
の
短
期
研
修
な
ど
を
通
じ
た

掘
り
起
こ
し
、
漁
業
で
は
新
規

就
漁
者
支
援
制
度
を
新
設
し
新

規
就
漁
者
１
件
を
認
定
。
荒
海

団
と
の
連
携
に
よ
る
漁
業
体
験

の
募
集
な
ど
を
通
じ
て
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら

に
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

将
来
の
一
次
産
業
で
の
就
業
を

目
指
し
た
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
の
採
用
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
山
ぶ
ど
う
や
ワ
イ
ン

の
生
産
量
の
拡
大
、
荒
海
ホ
タ

テ
な
ど
水
産
物
の
認
知
度
向
上

に
よ
る
所
得
の
安
定
化
な
ど
で

一
次
産
業
の
振
興
、
雇
用
の
確

保
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

　

商
工
業
の
振
興
と
ま
ち
な
か

の
再
生
に
つ
い
て
は
地
方
創
生

総
合
戦
略
事
業
を
展
開
し
、
地

域
全
体
に
活
力
が
生
ま
れ
、
街

中
再
生
に
も
波
及
す
る
も
の
と

考
え
る
。
村
と
し
て
も
新
規
事

業
の
展
開
、
商
品
開
発
な
ど
積

極
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る

と
共
に
、
商
工
会
の
「
プ
チ
夜

市
」
や
観
光
協
会
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
賑
わ
い
を
創
出
す
る

た
め
の
事
業
に
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
行
く
。

　

子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い

て
は
今
後
も
他
の
子
育
て
支
援

策
も
鑑
み
な
が
ら
、
無
料
化
の

範
囲
拡
大
を
進
め
た
い
。

　

ま
た
、
出
産
祝
い
金
を
現
在

の
第
３
子
以
降
か
ら
第
１
子
以

降
に
拡
大
し
た
い
。

久
慈
地
域
に
は
お
産
に
対
応
す

る
診
療
所
が
無
く
、
県
立
久
慈

病
院
の
負
担
が
増
加
し
安
心
安

全
な
出
産
環
境
の
維
持
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
助
産
施
設
の
確
保
、
久

慈
病
院
へ
の
ス
タ
ッ
フ
配
置
増

等
を
関
係
機
関
に
要
請
は
。

村
長　

妊
産
婦
が
安
心
し
て
出

産
す
る
た
め
に
は
複
数
の
産
婦

人
科
が
開
設
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
、
選
択
で
き
る
こ

と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
現
状

は
好
ま
し
い
状
況
に
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

　

助
産
施
設
の
確
保
、
久
慈
病

院
へ
の
ス
タ
ッ
フ
増
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
機
会
に
関
係
各
所

に
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

国
、
県
で
も
河
川
な
ど
の
防
災

計
画
の
見
直
し
を
始
め
た
と
聞

く
が
、
安
家
川
、
泉
沢
川
、
明

内
川
に
未
改
修
部
分
が
あ
り
、

流
域
の
住
民
が
心
配
し
て
い

る
。
泉
沢
川
の
上
流
部
、
明
内

川
の
小
田
川
橋
上
流
部
分
の
未

整
備
区
間
の
整
備
に
つ
い
て
、

県
と
の
協
議
は
。

村
長　

泉
沢
川
に
つ
い
て
立
ち

木
な
ど
に
よ
る
被
害
の
拡
大
を

減
ら
す
た
め
に
も
、
河
川
流
域

の
倒
木
の
適
切
な
処
理
や
河
道

掘
削
な
ど
を
行
う
よ
う
機
会
を

と
ら
え
て
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
明
内
川
に
つ
い
て
は

城
内
地
区
の
浸
水
対
策
と
し

て
、
総
合
流
域
防
災
事
業
で
小

田
川
橋
上
流
部
約
80
ｍ
の
整
備

を
含
め
、
小
田
川
橋
付
近
か
ら

泉
沢
川
に
分
水
す
る
「
明
内
川

分
水
路
」
の
整
備
を
進
め
て
い

る
が
、
城
内
地
区
の
浸
水
対
策

は
、
さ
ら
に
上
流
部
で
計
画
し

て
い
る「
明
内
川
放
水
路
整
備
」

が
完
了
し
て
初
め
て
そ
の
効
果

を
発
揮
す
る
こ
と
か
ら
引
き
続

き
県
に
対
し
要
望
し
て
行
く
。

生産されたワインは旧玉川鉱山の坑道に保管されます

助
産
施
設
確
保

防
災
対
策
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久慈広域の医師不足の解消は

村長　広域市町村と要望活動を行っている

久
慈
広
域
の
医
療
に
つ
い
て
、

産
婦
人
科
医
や
小
児
科
医
師
が

不
足
し
て
い
る
状
況
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

村
長　

久
慈
広
域
の
市
町
村
と

と
も
に
県
や
岩
手
医
大
に
対

し
、要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

早
急
に
少
子
化
が
進
ん
で
い
る

地
域
は
対
応
し
て
行
か
な
け
れ

ば
、
若
い
人
が
住
ん
で
い
け
な

い
状
況
に
な
る
と
思
う
が
。

村
長　

産
科
医
そ
の
も
の
は
日

本
全
体
で
は
減
っ
て
い
な
い
。

地
域
偏
在
を
解
消
す
る
た
め
に

国
や
県
な
ど
に
も
要
望
す
る
。

そ
の
な
か
で
も
、
女
性
の
産
科

医
に
つ
い
て
は
本
人
の
出
産
や

子
育
て
環
境
の
整
備
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
市
町
村
で
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
行
く
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
運
営
を

開
始
し
、
個
人
に
よ
る
燃
料
の

搬
入
も
受
け
入
れ
も
開
始
し
、

搬
入
す
る
方
も
あ
る
よ
う
だ
。

野
田
塩
で
使
用
す
る
燃
料
に
つ

い
て
も
広
告
し
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
。

村
長　

平
成
25
年
３
月
に
製
塩

用
燃
料
と
し
て
軽
ト
ラ
ッ
ク

一
台
当
た
り
２
５
０
０
円
で
購

入
す
る
広
告
が
出
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
際
の
受
け
入
れ
実
績

は
な
か
っ
た
。
現
在
必
要
な
燃

料
は
村
森
林
組
合
か
ら
調
達
し

て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

野
田
塩
は
継
続
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
事
な
産
業
で

あ
る
。
買
い
取
り
価
格
を
上
げ

れ
ば
、
持
ち
込
む
人
が
さ
ら
に

出
て
く
る
の
で
は
。

村
長　

塩
そ
の
物
の
利
幅
は
少

な
い
。
さ
ら
に
生
産
量
を
増
や

さ
な
け
れ
ば
、
赤
字
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
単
価
等
を
決
定

し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
行
き
た
い
。

村
内
の
体
育
施
設
の
更
な
る
利

活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
て
い
る
か
、
伺
う
。

村
長　

年
間
を
通
じ
て
、
各
種

大
会
等
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今

後
に
お
い
て
も
施
設
・
設
備
の

有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

野
田
は
夏
場
で
も
暑
さ
で
困
る

地
域
で
は
な
い
の
で
、
大
学
の

合
宿
な
ど
に
も
有
効
活
用
し
て

行
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　

合
宿
な
ど
の
利
用
に
つ

い
て
は
以
前
団
体
な
ど
に
働

き
か
け
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
る

が
、
来
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た

経
緯
が
あ
る
。

岩
手
県
は
大
分
に
次
ぐ
生
産
県

だ
。
県
南
の
方
で
は
、
制
限
が

だ
い
ぶ
解
除
さ
れ
て
、
こ
れ
か

ら
生
産
者
が
増
え
て
く
る
と
思

う
が
、
業
者
に
よ
っ
て
除
染
の

仕
方
が
全
然
違
う
事
が
あ
る
よ

う
だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
努
力

で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
部
分

で
は
あ
る
が
、
県
の
方
に
除
染

方
法
の
指
導
を
徹
底
す
る
よ
う

働
き
か
け
は
で
き
な
い
か
。

村
長　

現
在
の
支
援
の
状
況
等

を
情
報
収
集
し
た
な
か
で
、
内

部
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

一刻も早い医療体制の充実が望まれます
（写真は県立久慈病院）

椎茸用原木が高騰しています

野
田
塩
薪
供
給

体
育
施
設利

活
用

椎
茸
種
駒
助
成



議会だより　のだ　№ 139 －⑪

一般質問

宇 部 武 典 議員

災害公営住宅に東屋の設置は

村長　現時点で計画はない

応
急
仮
設
住
宅
等
入
居
者
の
住

宅
再
建
意
向
調
査
で
、
５
世
帯

が
移
転
先
未
定
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
実
態
と
見
通
し
は
。
こ
れ

は
み
な
し
仮
設
も
含
ん
だ
数
字

か
。
ま
た
、
災
害
公
営
住
宅
門

前
小
路
第
２
団
地
に
転
居
し
た

方
々
か
ら
は
、
家
を
出
て
憩
え

る
場
所
が
欲
し
い
と
言
う
声
が

聞
か
れ
る
。
東
屋
等
の
建
設
の

予
定
は
な
い
の
か
。

村
長　

現
時
点
で
は
意
向
未
定

は
０
世
帯
だ
。
み
な
し
仮
設

も
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
団
地

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
の
ほ
う
か
ら

聞
い
て
い
な
い
。
要
望
が
あ
っ

た
と
し
て
も
す
ぐ
に
は
で
き
な

い
。
整
備
計
画
自
体
も
な
い
状

態
だ
。

七
宝
焼
き
や
織
物
な
ど
震
災
後

に
発
足
し
た
グ
ル
ー
プ
に
対
し

て
、
活
動
が
継
続
で
き
る
場
所

の
確
保
な
ど
援
助
が
必
要
で
は

な
い
か
。
単
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
に
止
ま
ら
ず
に
職
業
と

し
て
成
立
す
る
可
能
性
も
あ
る

が
。

村
長　

今
後
「
野
田
村
芸
術
文

化
協
会
」
に
加
入
す
れ
ば
相
応

の
支
援
・
助
成
が
で
き
る
。
そ

れ
が
職
業
に
な
れ
ば
別
の
支
援

策
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

２
０
１
８
年
度
に
行
わ
れ
る
国

保
改
革
は
、
県
と
村
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の

か
。
加
入
者
に
ど
う
影
響
す
る

の
か
。

村
長　

県
は
財
政
運
営
の
主
体

と
な
り
、
村
は
賦
課
・
徴
収
な

ど
を
引
き
続
き
行
う
。
国
保
財

政
の
安
定
化
が
図
ら
れ
る
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

国
か
ら
の
新
た
な
財
源
配
分
と

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
と

併
せ
て
国
保
税
負
担
軽
減
の
た

め
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か
。

村
長　

国
か
ら
の
財
政
調
整
交

付
金
額
が
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な

い
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
に
つ
い
て
は
国
で
も
検
討
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
動
向
を
注

視
し
て
対
応
す
る
。

施
設
の
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う

に
す
る
考
え
か
。

村
長　

村
内
他
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
同
様
に
北
区

地
区
町
内
会
に
指
定
管
理
を
お

願
い
し
た
い
。
維
持
管
理
費
の

試
算
が
で
き
次
第
町
内
会
に
説

明
し
た
い
。

現
北
区
町
内
会
館
は
、
被
災
者

有
志
に
よ
る
モ
ノ
づ
く
り
活

動
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
こ
の

方
々
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と

も
有
意
義
だ
と
思
う
が
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

村
長　

北
区
町
内
会
と
協
議

し
、
活
用
に
つ
い
て
は
そ
の
結

果
に
基
づ
き
検
討
し
た
い
。

久
慈
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

近
に
決
ま
っ
た「
広
域
道
の
駅
」

と
、
野
田
村
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
近
傍
に
整
備
し
よ
う
と
す
る

「
交
流
物
産
等
施
設
」
は
ど
う

よ
う
な
関
係
に
な
る
か
。

村
長　

今
後
、
広
域
市
町
村
の

玄
関
口
と
い
う
位
置
づ
け
で
機

能
や
規
模
な
ど
基
本
計
画
を
策

定
す
る
の
で
、
こ
の
中
で
各
市

町
村
の
既
存
の
類
似
施
設
と
の

す
み
わ
け
な
ど
協
議
し
た
い
。

国
保
改
革

防
災
セ
ン
タ
ー門前小路第２住宅（上）と北区地区防災センター（下）

建物の復興は完了しても、心の復興は完了していません。

交
流
物
産
施
設
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○…賛成　×…反対
※議長は採決に参加しない。１月臨時会・３月定例会採決一覧表

会議 議 案 番 号 議 案 内 容

宇
部
武
典

岩
岡
吉
比
古

古
舘
幹
男

八
幡
文
耕

山
田
陽
子

内
野
澤　

進

米
田
徳
一
郎

米
田
忠
一

小
野
寺
光
男

中
川
大
和

廣
内
和
之

貮
又
正
人

結　

  

果

第
７
回

臨
時
会

議案第１号 平成28年度野田村一般会計補正予算（第６号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第２号 震災応援宿舎建設工事（１号）の請負契約に関し議決を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第３号 28災27号下安家漁港（導流堤）災害復旧工事の請負契約の締結に関し議決
を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

第　

６　

回　

定　

例　

会

議案第１号 平成28年度野田村一般会計補正予算（第7号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第２号 平成28年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第３号 平成28年度野田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第４号 平成28年度野田村農業集落排水事業特別会計（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第５号 平成28年度野田村漁業集落排水事業特別会計（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第６号 平成28年度野田村公共下水道事業特別会計（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第７号 平成28年度野田村簡易水道事業特別会計（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第８号 特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第９号 野田村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条
例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第10号 野田村税条例等の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第11号 野田村エンゼル祝金条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第12号 農業委員会の委員等の定数に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第13号 野田村村営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第14号 都市公園事業整備（３号）工事の変更請負契約の締結に関し議決を求めるこ
とについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第15号 28災646号その他村道沢山根井線道路災害復旧工事の請負契約の締結に関し
議決を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第16号 辺地に係る公共施設の総合整備計画にを変更することに関し議決を求めるこ
とについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第17号 野田村固定資産税評価委員会の委員の選任に関し同意を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第18号 野田村固定資産税評価委員会の委員の選任に関し同意を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第19号 平成29年度野田村一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第20号 平成29年度野田村国民健康保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第21号 平成29年度野田村後期高齢者医療特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第22号 平成29年度野田村農業集落排水事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第23号 平成29年度野田村漁業集落排水事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第24号 平成29年度野田村公共下水道事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第25号 平成29年度野田村簡易水道事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第26号 平成29年度野田村国民宿舎事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第27号 副村長の選任に関し同意を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第28号 教育長の任命に関し同意を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第29号 財産の貸付けに関し議決を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第30号 28災林道玉川線災害復旧工事の請負契約の締結に関し議決を求めることにつ
いて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第31号 財産の取得に関し追認議決を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

議案第32号 特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可

発議案第１号 農協改革及び指定生乳生産者団体制度に関する意見書の提出について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 － 可
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１月臨時会

震災応援職員宿舎建設へ
　１月臨時会では２８年度一般会計補正予算（第

６号）のほか、震災応援職員宿舎建設工事の請

負契約に関する議案や下安家漁港災害復旧工事

の請負契約に関する議案を可決しました。

工事が着々と進む現場

八幡議員　２棟を１つの業
者に任せた理由は？

総務課長　１工区内での建設のた
め、２棟を１つの業者と契約した。

問

答

あの問題はどうなった？

ＪＡ前の側溝が車が通るとガ
タンと大きな音がする。昼間

だけでなく、特に夜間は近隣住民の
方が迷惑しているのでは？

（２７年９月　決算特別委員会内にて）

問

２８年３月中に工事完了。

年度内に問題を解決しました。

側溝整備には各地区から話が
出ている。予算に考慮しなが
ら、早急に対応する。

答

追跡
レポート



〇１２月〇
1２月　６日　功労者表彰式（役場）・・・・・全議員
1２月２１日　ひだまり公園維持管理調印式

（役場）・・・議長

〇１月〇
１月　４日　新年興隆会（えぼし荘）・・・・・・議長
１月　５日　フレンドワーク野田通常総会

（えぼし荘）・・・議長
１月　８日　消防出初式・成人式

（村体育館・総合センター）・・・全議員
１月１７日　岩手県建設業協会久慈支部新年

交賀会（久慈グランドホテル）・・・議長

〇２月〇
２月　１日　街区公園維持管理調印式

（役場）・・・議長
２月　５日　米田地区・南浜地区・泉沢地区初午祭

（米田地区集落センター・南浜地区
コミュニティセンター・泉沢公民館）

・・・議長・副議長
２月１１日　生涯学習大会

（総合センター）・・・全議員
下明内地区初午祭
（下明内地区構造改善センター）・・・議長

２月１２日　下安家地区初午祭
（下安家地区コミュニティセンター）

・・・議長
２月１５日　北部地区町村議会議長会　

県議会議員との懇談会
（盛岡市・グランドホテル）・・・議長・副議長

２月１７日　岩手県町村議会議長会定期総会
（盛岡市・岩手県自治会館）・・・議長

２月１９日　上明内地区初午祭
（上明内活性化センター）・・・議長

２月２６日　門前小路地区初午祭
（門前小路公民館）・・・議長

〇３月〇
３月　１日　久慈工業高校卒業証書授与式

（久慈工体育館）・・・全議員
３月１１日　東日本大震災津波追悼式（村体育館）

・・・全議員
３月１２日　野田中卒業式・・・全議員
３月１４日　野田・普代岩友会（えぼし荘）・・・議長
３月１５日　消防表彰祝賀会（えぼし荘）・・・議長
３月１６日　久慈・二戸地域市町村長・議会議長

情報交換会（二戸市）・・・議長
３月１７日　野田小卒業式・・・全議員
３月２２日　いわて国体実行委員会総会（盛岡市）

・・・議長

◎議会の動き◎
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　野田村村政調査会（八幡文耕会長）は、２月１０

日に上明内の大阪大学サテライトセミナー講義室

で大阪大学大学院の渥美公秀氏と石塚裕子氏から

「野田村のこれまでとこれから」と題して、野田村

でのボランティア活動を通じて感じたことやこれ

からの活動について講演をいただきました。喫緊

の課題である地方創生についても触れ、参加議員

も有意義な時間を過ごしました。

　村内の復旧事業も進み、都市公園の完成も近く
新しい村の姿も見えてきました。村民の皆さんが
心から復興したと思える日までさらなる取り組み
が必要であると思っております。今年も災害の無
い年であることを願いながら、本格的に始まる農
作業の準備をしております。

（廣内）

講演に熱心に耳を傾ける参加者

村政調査会
研修会

あ とがき


